
トーマス・マンのオカルト体験

h|E^^^K」

トーマス・マンF魔の山』の末尾近く「奇怪至極なこと」 (Fragw丘rdigstes)

と題された節があり、そこでは霊の現れる心霊術の実験の様子が描かれて

いる。テーブルの中央に伏せて置かれたワイングラスがひとりでに動きま

わったり,床の上にあるハンカチが宙に舞い上がり、紙層龍が誰も手を触

れないのに持ち上げられて数秒空中にとどまり,或はまた卓上用の呼び鈴

が勝手に鳴りはじめたりして,遂には死者の霊を呼び出す場面まで登場す

る。いかに「平地」を遠くはなれた「魔の山」の上の錬金術的世界のこと

とはいえ,このような現実ばなれのした話は,レアリスト,トーマス・マ

ンの作品としては,いささか奇異の念を与えざるを得ないのであるが,実

はこれにはマン自身の体験の裏付けがあった。即ち, 『魔の山』執筆中の

1922年12月から翌年1月にかけて三度ばかり,マンはこの種の心霊実験に

立ち会っていたのである。

ミュンヘンはカロリーネン広場のすぐ近くに邸宅を構えるアルベルト・

フォン・シュレンク=ノツイング男爵がその実験の主催者であった。彼は

もともと開業医で,神経病の専門医,性病理学者であったが,催眠術,夢

遊症の研究から遂にはオカルトの研究をするに至った。彼の著書『物質化

現象Jは世間にたいへんなスキャンダルを巻きおこし,学界からの厳しい

批判を被ったのであるが,そんなことはお構いなしに彼は自宅で実験を続

けた。そうした実験のうち1922年12月20日, 1923年1月6日,同24日の三

回の実験にマンが同席したのである。マンはこのそれぞれについて,実験

のあった翌日フォン・シュレンク=ノツイングに宛てて書簡をしたため,

実験の内容について報告している(その書簡がrオカルトの会についての

三つの報告」として全集XIII巻33-49頁に収められている)。またその書

簡による報告をまとめる形でrオカルト体験」と題するエッセイを書き,

これを各地で講演している(X, 135-171),ここではまずマンのオカル

ト体験を音階およびエッセイを手懸かりとして紹介し:'次にF魔の山を
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はじめとしてマンの諸作品の中にこのオカルト体験がどのように取り入れ

られているかを考察し,更にはマンのオカルト現象に対する立場にも論及

したい。

1.トーマス・マンのオカルト体験

心霊現象とは霊媒と呼ばれる特異能力者が夢遊状態に入って引き起こす

超常現象であり,通常の心理学的知見ではこれを解明することはt・きない。

霊媒を用いて死者の霊と交流する会合を交霊会(seance)という。遠方

の出来事を直接感知する透視(千里眼)や他人のこころを読みとる思念伝

逮,更に物理的現象としては,接触せずに物体を動かす隔動現象,空中に

浮上させる浮揚,他の物体を突き抜けたり消失させたり出現させる物体貫

過,幽霊を出す物質化現象などが報告されている。これらの現象には霊媒

の身体から流出する半物質が関連していると考えられている。ポルター・

ガイスト(家の中で騒ぐ霊,家の精),念写,テレビ番組でおなじみのスプー

ン曲げ等もその一種である2:

さて,トーマス・マンが出席した会合の場合,ヴイリイという二十歳ぐ

らいの男性が霊媒である。マンはシュレンク=ノツイング邸の応接間で他

の参会者たちに紹介されたあと,ヴイリイとも二三,言葉を交した。一つ

には自分がヴイリイ青年に敵対する者ではないし,悪意をもって監視に来

たのではないということをわからせたかったし,また一つにはヴイリイと

いう若者がどういう人物なのか少しでも知っておきたかったからである。

若者は「明らかにかなり質素な身分の出で,南ドイツ・オーストリア方言

を話す,上品な好人物であるが,やたら好意的にして口数多く愛想よくし

て好感をもたれたいと望んでいる様子はなかった」 (XIII, 34)c　参会者た

ちから一人離れていて,質問に答えるときも言葉少なで,緊張気味,いわ

ばアガッテいる状態であった。

マンは隣の実験室の中を見回し,この部屋の一隅がカーテンで仕切られ

ており,そのうしろが小部屋になっている,その小部屋の中も検分したが,

何も問題ないようであった。それからヴイリイが身につけた黒いトリコッ

トとその上に羽織った発光物質のついた(暗闇でも見えるようにするため)

ナイトガウンも調べたが,これも何の仕掛けもなかった。

参会者はカーテンで仕切られた小部屋の前に四分の三円の形で並べられ

た椅子に座り,一番はしに霊媒が座る。霊媒に向いあって二人のコントロー
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ラーが参会者に背を向けた格好で座っている。コントローラーの一人は霊

媒の足,すね,膝を自分の脚の間に挟みこみ,手首をしっかりと振り,ち

う一人が霊媒の母指球をつかむ。天井灯に赤と黒の被いがかけられ,それ

と卓上スタンドも赤い色で照明は弱く赤みがかった色にしてあるが,霊媒

の姿はナイトガウンに光の縞がとりつけられていたおかげで実験の間ずっ

と見えていた。ナイトガウンのすその部分には発光性の針がさしてあった。

オルゴールのスイッチが入れられ,皆はおしゃべりをしている,緊張し

ていまかいまかと待ち受けるのではなく,その場の雰囲気はくつろいでい

た方がよいからである。照明がおとされてから数分して,霊媒がトランス

(催眠状態)に入ったとコントローラーが告げた.上体を前に突き出すよ

うな動きをつづ竹,それから突然短く激しい疫撃的な動きをして,このト

ランスは始まった。ヴイリイの自我が分裂して二人の人格(人物)が現れ

る。一人は男性のエルヴイン,もう一人は女性でミンナという名である。

エ)V.ヴインは荒っぽい動きで現れたが,やがて退き,やさしい態度のミン

ナに代わるのであるが,これも妨害に遭ってスムーズに現れることができ

ない。参会者たちは席を変えてみたりする。霊媒は格闘しながら任務を遂

行している,突き出すように体をあちこちに投げ出し,小声で話し,嶋ぎ

叩く,これは出産を想わせる行為であるとマンは述べている。一時間以上

経過したが,何事も起こらなかったので休憩となったO

実験が再開されても何の変化も見られない。ただし,小部屋を仕切るカー

テンの前の床の上にあった二つの光の輪が,はじめは全体が見えていたの

が,三分の二ほどがカーテンの下に隠れてしまい,しばらくするとまた全

体が見えるようになった。カーテンが前に出てきたか,あるいは光の輪の

方がカーテンの下に潜り込んだかのどちらかしか考えられない。その他別

に成果もなく,実験開始後三時間を経過し,本日は打ち切りとなったが,

その前に最後の促しが試みられたとき,ついに現象が起こった。

「小机のそばの床の上にあったハンカチがそこから持ち上げられ,す

ばやくしっかりした力強い動きで電灯のかなり明るい輝きの中へ昇っ

てゆき,そこで二,三秒動かなかった。その間,押し付けるような揺

すぶるような変形がハンカチに加えられ,そのあとハンカチは床の上

に戻った」 (XIII, 37f.)<

ハンカチは空(から)のまま舞い上がったのではなく,ハンカチの中には

支えのようなものが入っていて,それにより内部から操作されていた。そ
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れは関節状の隆起のある捕捉器官で,人間の手よりも著しく痩せており,

鈎爪のように見えた。ハンカチの浮揚は三度起こった。そのあと床の上の

ハンカチを霊媒の指示でどけると,その場所に何か名状Lがたいものが現

れた.形のない五十センチほどのもので,おそらく先程の捕捉器官であろ

うが,独特の蛍光を有してして輪郭がぼやけており,じっと観察したにも

かかわらず,あとになっては形がはっきり思い出せない。次は卓上呼び鈴

が鳴らされ,参会者の一人の座っている椅子の下に荒っぽく投げつけられ

た。その次には光の輪が,光の紐を垂らして机まで昇ってゆき,ひっかく

ような昔をたてながら机の端を動き回った。

そのあとは霊の力は弱くなり,目立った行動もなく,霊媒は疲れ果て,

終了を希望した。白色光がともされる。ヴイリイはなおもしばらくの間眠

りこけ,コントローラーの一人の腕の上にもたれかかっていた。マンがヴイ

リイの肩をたたき,満足の意を表明すると,彼は寝ぼけ眼で人のよさそう

なメランコリックな微笑を浮かべて黙ってマンの方を見上げた, 「それは
ma∃HI

詐欺師の顔つきではありませんでした」 (XIII, 39)。

実際,ハンカチが浮揚し,呼び鈴が鳴らされ投げつけられたとき,そこ

には誰もいなかったのである。ヴイリイができるはずはない,彼は手足を

おさえられ,しかも催眠術にかかったように眠り込んでいたのであるから。

何がそうしたのかわからないが,自分は他の人たちと一緒に,大きく見開

いた両の目ではっきりと見たのであると,マンは証言している。

第二回目の会合のときはマンが霊媒のコントローラーの役をしている。

しかしマンにはコントローラーとしての素質はあまりなかったようであ

る。何の変化もないまま,休憩をはさんでまたかなりの時間が経ったとき,

コントローラーは交替となった。

さて今回も第一回目のときと同じような現象が起こった。ノナンカチの洋

揺,オルゴールのスイッチが入れられ,それから今回は紙屑龍が持ち上げ

られ,かなり長い間水平の姿勢で赤い光の中で高く上げられ皆が喝采し

てどよめく中を下に降ろされた。

次の対象はタイプライターである。タイプライターが誰も手を触れない

のに作動し文字を打ったのである。ヴイリイの位置からして,ヴイリイが

やったとは考えられず,合理的には説明の仕様がない。また,マンの顔め

がけて小さな光の輪が飛んできたりもした。
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それから霊媒が夢遊状態で透視能力を発揮した,ヴイリイが目を閉じ,

頭を前に垂らすか後ろに倒すか,あるいはコントローラーの腕か膝の上に

おいていて見えないはずなのに,はじめハンカチの代わりに床の上に置い

てあったガーゼをハンカチに代えてくれるように要求したのである。

マンは第二の報告の末尾でもう一度コントローラーの役をしたい旨伝え

ているが,第三回目の実験でそれが実現している。今回もいつものように

まず最初はハンカチの浮揚が起こり,紙屑淀が持ち上げられ,空中に支え

られ,それから落とされた。呼び鈴も鳴らされた。

今回新しかったのはタンバリンのオカルト操作である。タンバリンが持

ち上げられ,空中で強く振られた。それから又,小机も持ち上げられ,大

きな音とともに床の上に戻された。そこから推測するに,目に見えぬ捕捉

器官はかなり発達したもので,普通の人間の手と本質的に違っていないの

ではないかとマンは書いている。それはよく訓練されていて,人間の目を

嫌がるのは自分の姿が人間の手とは程遠く,醜い鈎爪のような形だからで

あろうというのがマンの推測である。

以上は,マンが出席した三回の心霊実験の様子をその主催者シュレンク

男爵宛の書簡によって再現したものであるOエッセイ　Fオカルト体験』の

中の心霊実験の叙述の部分は上の三つの報告をまとめたものであるのでこ

こに繰り返し取り上げることはしない。

さて我々の興味を引くのは,マンが自ら体験したオカルト現象をどのよ

うに思っていたかということである。これは実は微妙な問題なのであるが,

一口に言えば,マンはオカルト現象を認めているが,いや認めざるを得な

かったのであるが,それに呪縛されることはなかったということである。

マンは実験の様子を紹介したあとで,その時の内的状況を「理性が一方

で不可能だとして否定したいと思っていることを,その理性自身が認知す

るように命じているという,まさにそういう状況」 (X,166)と説明して

いる。あり得ないことがしかし現実に起こったのであり,そのことは認め

ざるを得ない。マンは実験にペてんも手品の惑わしも入りこむ余地のな

かったことを証言することを自分の義務とまで思っている。

そもそもオカルティズムに対する態度には,政治の世界同様,右派と左

派があることをマンは指摘している30'即ち,右派とはテレパシー,正夢,
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千里眼といった,合理的には説明できないが実際には起こっている現象を

頑なに否定する保守的態度であり.左派とは理性と科学に対する敵意から,

これを狂言的,無批判的に信じてしまう,マンの言い方に従えば,急進的

革命的態度であるが,実際にはこの両極端のあいだに多く05過渡的段階が

存在しているのである。マン自身は自分をかなり左派だとしている。

マンによれば心霊実験で問題となっているのは,有機的生命のオカルト

的幻術(Gaukelei) [マンはRealitえーとTrugの概念がこの語の中で混じ

りあっているとして, Betrug, Taschenspiel, Illusionierung等とこの語を

区別している]であり,本能的で深くもつれている観念複合体なのである

が,この観念複合体は原初的かつ複雑で,あまり品位のあるものではない

から,美的で誇らかな感性の持ち主には不快感を与えるかも知れないが,

疑いなく現実に起こっているのであって,これを否定するのは非理性的な

強情である(X, 167,XIII,44)t　そうしてマンは専門用語を用いて,念動

現象,隔動現象(telekinetische Ph云nomene, Erscheinungen der Fern-

bewegung)と説明している。

元来マンには人間理性で説明しきれない非合理的なもの-の志向がある

ことは周知のとおり-であるが,ここでもマンはクロード・ベルナールの例

を引きながら,偉大な予言者精神というものは神秘との内面的接触を決し

て失ってはいないものだ,それにひきかえ平均的人間は,何でも説明でき

るのだという科学のうぬぼれを信用してしまい,自然や生について科学が

もっている正確な知識がいかに不完全なものであるかということを忘れて

しまっていると批判する。

非合理的なもの-の傾向が心霊現象への理解をよりたやすいものにした

ことは確かであろう。 『オカルト体験』執筆後の書簡にも「いわゆる隔動

現象,その真正さに異議を唱えることは私には不可能と思われます」

(1923. 3.21)とあり, rオカルト体験』を指して「ユーモアをまじえて

ではあるが,肯定的に隔動現象について報告した論文」 (1924. 7.23)と

性格づけている。そうして第三の報告の末尾は,この報告が実験の主催者

シュレンク男爵に宛てて書かれたという点は差し引いて考えねばならぬと

しても, 「現象の現実性とオカルト的真実性は,私にはもはや疑い0?余地

のないものであるという断言をもって報告を終わりたいと思います。この

我々の時代に,自分の感覚を信用する勇気やとらわれのない態度を有って

いた人々に対し,後世の科学は感謝するであろうと,私は確信しておりま
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す」 (XIII, 47f.)と結ばれているのである。

これで見るとマンはオカルテイストの仲間になっているように見える,

あからさまに言えばシュレンク博士の術中に陥っているように思われる。

事実,マン自身が「私はオカルテイストの手中におちたのだ」 (X.136)

と告白しているのである。だが,裏面より見るならば,真に手中におちた

ものならば,手中におちたと自覚することもあるまい。果たしてマンはす

ぐに.「ただしスピリテイストの手中におちたというわけではない」と続け

て,ここでオカルティズム(Okkultismus)と心霊主義(Spiritismus,交

霊術)とをはっきりと区別している。オカルティズムは自然の探究であり,

自然にはデモーニッシュな要素があるからこれを研究するには,認識理論

的,超越的思弁的形而上学がもっているような品位を保持していることは

できないが,しかしオカルティズムは経験的実験的形而上学なのである。

この点が心霊主義と異なる。心霊主義は幽霊,亡霊の類を信ずることであ

り,こうなるともはや学問的であるとは言えない。してみると,マンは,

心霊そのものは認めるが,その心霊に対する対応の仕方が,心霊主義者と

は異なるというのである。心霊主義者は心霊に没頭して,現実生活の常軌

を逸するに至る。マンは心霊の超自然的能力を認めてもそれに対してあく

まで文学的昇華の立場を失うまいとする。そのためには心霊を認めても心

霊に陶酔投入することは許されない,そこにマン一流のイロニーの立場が

あるのである。

マンの態度は,後に彼自身回想しているように, 「不快感をともなった

肯定的態度」であった, 「このような事を信ずるということは,このよう

な事を真面目に受けとるとか,そういう事がまともなことだと思うという

ことではない」のである(1951. 1.10)c　つまり「信じないというわけでは

ないが,軽視する」態度である(1947.ll. 7)c　従って彼はこの実験の問

題点を指摘することも忘れない。まず,実験の雰囲気には厳粛なところは

なく,アコーディオンとオルゴール音楽と霊媒へ向けら'れる激励の呼びか

けは,救世軍の派手な宣伝方法を思い起こさせるもので,悪趣味で精神的

不信をおこさせるものであったとする。また,実験の指導者の制止もきか

ずに,霊がオルゴールを倒し,投げ落としたことにふれて,この力はその

なすがままにさせておくと,ときとして乱暴狼籍,思い上がった風俗壊乱

の傾向があるから,この力がむら気をおこして常軌を逸してしまわないよ

うにしておくには,絶えず優しくまた厳しく導いてやる必要があると警戒
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している。

オカルトに対する微妙な気持ちはエッセイの末尾にもよく現れている。

そこでマンは,あと二度か三度シュレンクのところへ出かけてそれ以上は

行くまいと言い,その少し先では,あと二,三度と言ったがあと一度だけ

にしよう,一回きりだ,その後は絶対に行くまいと言いかえてLtる。

「もう一度だけハンカチが私の目の前で赤い光の中に昇ってゆくのを

見よう。あれは私の血を沸きたたせた,私はあれを忘れることはでき

ない,もう一度私は首を伸ばして,不合理に胃の神経を逆なでされて,

あの起こり得ないことを見てみたい,しかしそれはやはり-起こっ

たのだ」 (X, 171)c

マンは興味はあった,しかし警戒もしていたのである。「イローニッシュ

なドイツ人」トーマス・マンの面目はここでも躍如としている。だがまさ

にこの態度が「両方の側のひんしゅくをかった」のである。 「オカルト現

象を信じている人にとってはこの論文(Fオカルト体験J)はあまりに懐疑

的でこっけいなものでしたし,信じていない人にとってはあまりに迷信的

なものでした」 (1950. 9. 3)。ここにイロニーの指命はあるであろう。両

方を包括しようとする中間的立場は,その立場を真に徹底しない限りは,

どっちつかずの立場に終わる危険があるのである。

2.ハンス・カストルプのオカルト体験-　F虜の山J

『魔の山』第七草「奇怪至極なこと」の節において,マン自身の体験し

たのと同じようなオカルト現象が広範囲に詳細に記述されている。ここで

我々の関心事はその記述の内容よりも,その記述の仕方において,マンの

オカルト現象に対する真意をつかむことにある。ところがそれが実に微妙

な問題であって一義的に明瞭ではない,恐らく読む人によって解釈の相違

を生ずるであろう。さてハンス・カストルプが体験する心霊実験では霊媒

はエレン・プラント(愛称エリー)という十九歳の女性になっている。カ

ストルプはまずクレーフェルトの部屋で行われた集まりに出席して,霊の

出現を体験するが,それを聞いたセテムブリ一二がエリーのことを「悪賢
いかさまし

い詐欺師」と決めつけるのは,彼としては当然のことであろう。カストル

プにはしかしながらいささかの余裕がある。彼は「肩をすくめて」次のよ

うな考えを述べる。現実(Wirklichkeit)とは何かということははっきり

解明されてはいないし,従ってごまかし(Betrug)とは何かということも
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同様にはっきりしない,おそらく現実とごまかしの間にはいくつかの移行

段階があるのであり,言葉も評価もない自然界の内部には実在性の度合が

いくつかあって,その度合は道徳的色彩をもった決定を免れるものである。

「生命の神秘というものは文字どおり底無しのものであって,従って,と

きとしてそこから幻術が生じたとしても何の不思議があろうか」 (Ill,

926)。-

セテムプリャ二は弟子を適当に叱って,そういうぞっとするような会に

はもう二度と参加しないという約束のようなことまでさせた。それに続く

セテムブリ一二の言葉はいかにも合理主義的フマニストらしいものであ

る。明断で人間らしい思考を信頼して,たがのはずれた脳と精神の泥沼を

嫌悪せよ,ごまかしと現実を区別する倫理的勇気が瓦解するところ,生そ

のもの,判断,価値改善の行為も終わってしまう,人間は万物の尺度なり,

善と悪,真実と虚偽の仮象を認識判定する人間の権利は手離すことのでき

ないものである。

さて実験の主催者クロコフスキーは霊媒エリーを使って地下の書斎兼診

察室で心霊実験を行っていたのであるが,そこで起こったことが,ハンカ

チが持ち上げられたり,紙屑箆が宙に浮いたり,卓上呼び鈴が鳴らされた

りと,マン自身がシュレンク=ノツイングの邸宅で目のあたりにした現象

が下敷きとされているのである。そうしてこの現象を小説ではクロコフス

キーが,念動現象,即ち隔動現象だと説明し,・「物質化」と呼ばれる領域

に分類する。潜在意識的観念複合体の客観的なもの-の生命心理的投影が

この物質化の意味であるO　自然は観念形象化の能力を有'9ているのであっ

て,それによって観念が物質において一時的に現実性を帯びる,言い換え

れば,客観化された潜在観念,これが物質化の現象である。このように霊

媒の主観が現実へ反映するということは一応学問的に取り扱い得るのであ

るが,-クロコフスキーはさらに一歩を進めて,外部にある自我,あの性の

自我,わかりやすく言えば死者の霊が再び物質の形をとって自分を呼んで

いる人々の前に姿を見せること,交霊術が可能であるというのである。つ

まり幽霊の出現であって,カストルプもエリーのコントローラーとなって

実験し,長い時間と陣痛にも似たエリーの苦痛の経験の結果,ついにヨア-

ヒムがカストルプに現れたというのである。カストルプは「許してくれ」

と心の中でつぶやき,涙があふれ,何も見えなくなった。クロコフスキー

が「話しかけてみなさい」と言うが,カストルプはそれには従わず,スイッ
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チをひねって坦々と明かりをつけ,その実験の部屋から出て行った。

以上は実験の筋書きをごく簡単に紹介したものであって.これによって

マンの真意を推測する由もないが,ヨ7-ヒムの姿がカストルプの前に現

れたのであるから,クロコフスキーの所説の真理は一応これを認めざるを

得ないわけである。この限りマンはセテムプリ一二の如き単なる合理主義

者でないことは確かである。しからばマンはこのようなオカルト的な真理

を欣然として認めたかというと,決してそうではあるまい。クロコフスキー

の研究の対象は潜在意識(UnterbewuBtsein)の領域であったが,マンは

この領域は「言葉本来の意味においてr潜在的(okkult)jであるが.もっ

と狭い意味で『神秘的(okkult)』でもあることはすぐに明らかになる」 (Ill,

909)と言う。前述のように,マンは潜在的なものが顕在化することは学

問的に取り扱い得るが,あの世の霊をこの世に呼び戻すというような交霊

術は学問の領域を一歩踏み出るものと考えた,故に「不確かな暖味な性格

を帯びてくる」 (Ill,928)と言うのである。してみるとマンがrオカルト

体験』において「自分はオカルテイストの手中におちた」と言いながら,

「自分は心霊主義者ではない」としたのは,このオカルトの二つの意義に

相応するように思われる。マンは深層心理学の解く潜在意識の説には深く

共鳴するものであり,それが一歩を進めたオカルト現象にも関心を抱くの

であるが,いわゆる交霊術の如き神秘的心霊主義とは距離を保とうとした。

その距離感がイロニーとして現れたのである。

事実,この節は「奇怪至極なこと」というタイトルから始まって.その

実験室の雰囲気もわざわざ混雑に描かれているO地下の実験室へ降りて

いったときのカストルプの気分は,以前ハンブルクはザンクト・パウリの

娼家を訪ねたときの気分に似たものであったとされるO霊媒エリーは「自

分の服は着ていなくて,白いクレープのナイトガウンのような一種の交霊

会用の衣裳をまとい,ウエストのところを飾り紐の帯でしぼり,細い腕を

露わにしていた。乙女らしい胸の線が柔らかくそのままに衣裳に現れてい

たので,彼女は下にはほとんど何もつけていないようであった」(Ill,934)c

部屋は床を赤い械題が覆っていて,天井からは赤のヴェールの上にさらに

黒のヴェールをかぶせた電球が下がっている。小机の上にはやはり赤い覆

いのしであるスタンドがのせてあるo　白色光を消した赤みを帯びた暗がり

で,カストルプはかつてレントゲン室の暗闇の中で「神妙に心を落ち着け

てその間で昼間の脱を洗った」 (Ill,936)ことを思い出すoあのときカス
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トルプははじめてレントゲン検査を受けたのであった。昼間の眼では何も

見えないので,明るい昼をその陽気な像もろとも心からぬぐいさるように

ベ-レンス顧問官から注意されて,カストルプも「こういうものを見るに

は,まず眼を暗闇で洗わなければなりませんね」 (Ill,303)と応じたので

あった。こうして彼はヨア-ヒムの骸骨を見,それから特に頼んで自分自

身の手を透祝したのであった。これはいわば自分の墓場を覗きこんだので

あり,このときカストルプは自分がいつか死ぬということをはじめて知っ

たのである。そのカストルプに向かってベ-レンスは言った「幽霊みたい

でしょう,どうです。そう,たしかに幽霊の気味があることは明白ですな」

(Ill, 307)c　その幽霊がいまやクロコフスキーの実験室で本当に現れよう

としているのである。エリーの苦しみは陣痛のそれを想わせるものである

が,その様子をマンは「これはけしからぬと言うよりほかはなかった」 (Ill,

940)と伝えている。赤い光に照らされたにぎやかな産室,さらさらした

ガウンを着て脱を露わにしている少女のような産婦,蓄音機から絶えず鳴

り響いている陽気な音楽,半円形に座った人々が指示に従って続けている

わざとらしいおしゃべり,苦闘する霊媒を陽気に励ます呼び掛けの声等「赤

味がかった晴間の中は騒々しくて俗悪」であり, 「神秘さ」も「厳粛さ」

も全くなかった(Ill,941)。

語り手の叙述はクロコフスキーその人に対しても決して好感を示すこと

をしない。

「どっしりと自信にみちた微笑をうかべ,快活に信頼をよせてくれる

ように促しながら,彼は実験の成果をE]指していたo'ずんぐり肥った

この人物は,泥沼のようないかがわしい反人間的領域はお手のもので,

従ってこの方面に対して尻込みしたり疑いをいだいたりする者にとっ

ても,うってつけの指導者であった」 (Ill,929)<

これこそイロニーではないかO要するにマンは,オカルト現象の実験を,

実に詳細に描くことによって異常な関心を示しつつ,それに投入しないで,

それを客観的に描写するというマン一流の手法を堅持しているのである。

さてクロコフスキーの「物質化」であるが,シュレンク博士が, 1914年

に　r物質化現象,霊媒テレパシー研究-の寄与j　を発表しているのである

から,クロコフスキーはシュレンク博士をモデルにしているであろう。し

てみるとマンはシュレンク博士の呪縛から,文学的イロニーによって,巧

妙に或は辛うじて逃避していることになる:
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ここで「奇怪至極なこと」の節がr魔の山j　において置かれている位置

について一言しておきたい。この節は最終の第七章におさめられているが,

この章の終わりの五節は「大いなる鈍感」 「溢れる妙楽」 「奇怪至極なこと」

「大いなるいらだち」及び「音雇」となっており, 「霞雇」は第一次大戦

の勃発であり,その砲煙弾雨の中に消え行くカストルプの姿を・もって　r魔

の山』は終わるのである。それに先立つ四つの節は,いずれもサナトリウ

ムを包む異常な雰囲気をそれぞれの角度から描いている。

「大いなる鈍感」とは,カストルプおよびサナトリウム全体が陥ってい

る行き詰まりの状態,いわば「死んだ生活」 (Ill,872)である。退屈しの

ぎに写真や切手の蒐集をしたり,円の面積を正確に求めることに病的な熱

心さを示したり,古新聞の回収によって結核療養所の財源や不遇の英才の

教育資金を捻出する計算をしたり,或はトランプ占いに夢中になるなど,

まさに「大いなる鈍感」と呼ぼるべきデーモンがほくそ笑むのを感じて,

カストルプは心中憤然とするのである。

「溢れる妙楽」の節については簡単に言及することはできぬが,ここに

紹介される五曲の殆どが死に関連して解釈されるということには尋常では

ない意味があるであろう。いま我々の問題と直接のかかわりをもつのはグ

ノーの『ファウスト』であるが,この曲にはヴァ～レンティーンという青

年が登場する。彼は出征にあたって,自分の留守の間,かわいい妹を護ら

せたまえと神に祈り,戦地-赴いて勇敢に戦おうとした,しかし,もし神

が自分を天の高みへ召されるならば,自分はそこから妹を見守ってやろう

と歌う。このことにカストルプは大きな感動を覚えた。蓋しカストルプは

この青年にヨア-ヒムの面影を偲んだのである。この曲についての解説は

こう結ばれている。

「このレコードについてはこれ以上言うことはない。我々がこのレコー

ドについて簡単に述べておかねばならないと思ったのは,ハンス・カ

ストルプがこのレコードを格別好んでいたからでもあるし,またこの

レコードがもっと後の不思議な機会に,更にある役割を演ずるからで

もある」 (Ill,903)c

ヨア-ヒムの霊を呼び出す際に,この曲のレコ∵ドがかけちれたのは偶然

ではないのである。

さて魔の山を支配しはじめたデーモン,はじめは人々を大いなる鈍感に

おとしいれていたその魔力は,こんどは一転して政い難きいらだちへと駆
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り立てる。

「不穏ないらだちO名状Lがたい焦燥O毒々しい口論,埠りの爆発,

いや,つかみあいの気配が一般的となった。猛烈な喧嘩,抑えのきか

ぬ怒号が連日個々人の間に,またグループの間に生じた」 (Ill,948)。

こうして遂にはセテムプリーことナフタ,作品を支えてきた二つのポール

の如き役を演じたこの二人の決闘へと進むのである。まことにfragwiirdig

であるOマンがオカルトの節に付したfragwiirdigなる形容詞は,オカル

ト現象を述べるマンの態度そのものとして,言葉どおりにfragw也rdig,間

うに伍するものではあるまいか。

3∴イタリアの魔術師-　Fマーリオと魔術師』

F魔の山J以外の諸作品においても,シュレンク博士の面影を宿した人

物は幾人も居り,又オカルト現象として解釈することによって真に納得の

いく現象も随所にあるが,この小論においてその一々に言及することはで

きない。ただFマ-リオと魔術師』の-篤は,その扱っているテーマがオ

カルト現象そのものなのであるから,我々の上に述べた印象が正しいもの

であったか否かを,この作品によって検証する必要があるであろう。

この作品は,主人公一家が避暑旅行で滞在した海辺の町トレ・デイ・

ヴェネ-レで生じたある悲劇的事件の思い出として記されたもので, 「あ

る悲劇的な旅の体験」という副題の示す通りである。事件というのは,慣

倭男の魔術師チポッラが演技の相手として選んだ素朴な-青年マ-リオに

よって射殺されるという意想外のものであるが,作品はその悲劇的結末に

至るまでの経過を述べたもので,いりくんだ筋があるわけでもなく極めて

単純な構成であるOにも拘わらず,読者は最初の一行を読んだ時から,物

語の進行に従ってその結末に導かれて行くこと,恰も張りめぐらされた網

の目が一点に手繰り寄せられるように感じるのである。それはかの『ヴェ

ニスに死すj　を読むのと同じ雰囲気である。

「トレ・デイ・ヴェネ-レの思い出は雰囲気からいって不快なものであ

る」 (VIII,658)という書き出しの一句が容易ならぬ成り行きを暗示して

いる。しかもその恐るべき結末は後になって思うことではあるが,そうな

ることが既に予め分かっていたと言ってもよいのである。にも拘らず,千

供までひきこんで,その恐ろしい結末を見るまでズルズルと引きこまれて

いったのである。かくてこの主人公一家は既に最初から,愉快ではないこ
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の街の雰囲気の檎になっていたのである。

トレの町はテユーレン海に面した有名な海水浴場ボルトクレメンテから

十五キロばかりのところにある静かな保養地なのであるが,夏の観光シー

ズンともなればいろいろな人々が入りこんで俗化している。

主人公一家は初めグランドホテルに栢泊していたが,故あうてペンジ

オーネ・エレオノーラ-移るOそこの女主人アンジョリエーリ夫人とは既

に知り合いの仲であったから,万事好都合であった(この夫人の名は後に

いま一度でる機会がある)0

ところがこの土地の暑さは格別である。主人公は暑さを厭うが,やがて

夏も終わって気候が一変し,晴天にかわってシロッコ風が吹きそめ.海面

に海月が漂うもの憂さ,それはこの土地のデーモンが投げかける陰影でも

あろうか。

このような背景の上に,いよいよ魔術師チポッラは登場するのである。

巨匠,芸人,力業師,手品師,奇術師というふれこみで現れたこのチポッ

ラに対して,マンが詳細な描写を試みるのはいつものとおりである。

まず開幕までに随分と待たせる。出を遅らせて観客に気をもませるのは

一種の戦術である。そのくせ息せき切って馳せ参じたというような印象を

与えるのであるo彼は屈優男である。そのせいか却って倣憎に振る舞い,

鏡舌を弄して観客を抑輸する。しかし道化師的なユーモラスなところは全

くない。道化師というものには,その態度,表情,身のこなしに,笑いを

誘うおどけた感じがあるものだが,チポッラに限ってそんな要素は微塵も

なかった。

かくてチポッラは算術手品から始めてトランプ遊び,透視術へと進んで

ゆく。この透視術はオカルト的なものをよく現しているので,その要領を

述べておく。チポッラは舞台の裏に観客に背を向けて座っており,観客席

では密かに観客同士でチポッラに何をやらせるのか取りきめがなされ,あ

る品物が観客の手から手へと渡ってゆく。チポッラはこの品物を捜し当て

て,予め決められていることをやらねばならぬのである。かくてチポッラ

の暗中模索が始まる,彼はおのれの意のままに行動~してLl-るようでもある

が,何ものか目に見えないものの力によって導かれているようでもある。

右往左往の末,漸く宝石を埋め込んだブローチが或るイギリス婦人の靴の

中にあるのを捜し当てて取り出し,それを別の婦人のところへ持って行っ

た。その婦人はアンジョリエーリ夫人であったが,予め定められていた口
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上を,しかもフランス語で言上しながら夫人に差し出すのである。フラン

ス語にはかなり難儀したけれども,とにかくチポッラはこれをやってのけ

たのである。ノノ

これはまさにオカルト現象である。マンはチポッラをしてこの現象の特

質を説明させている。チポッラの説明によれば,命令する意志と服従する

意志とがチポッラにおいて一つになるということが重要である。これまで

チポッラはおのが意志によって観客を自由に操ってきている。しかし今や

彼は空中に漂う観客のもの言わぬ意志を実行に移す役割を果たす。他者に

命令する能力の裏面は,他者に服従する能力である。命令と服従とは,合

体して一個の原理,枕一体をなしている。チポッラはこのような能力の持

ち主なのである。チポッラの説明はこれ以上には及んでいないが,これは

ただ言葉どおりに解したのでは真意をつかみ得ないのではないか。ここで

命令とか服従とかいうのは,普通の意味よりは深いのである。チポッラは

観客を相手に選んで命令するときは必ずそれを実行させる。彼の不遜な態

度に腹を立てた-青年に対し,君の舌を根元まで出して観客のご覧にいれ

たらどうかと命令すると,この反抗的な青年がいとも従順に観客に向かっ

て,できるだけ長くその舌を出して見せたのである。そのとき彼は言う,

「あれはわしがやったのだ」 「いいな・--あれはわしだったのだ」 (VIII,

677)cつまり彼の意志が貫徹したのである。同様に,彼が服従の能力とい

うときは,彼に命令する意志を完全に読みとって,その命令者の意志をお

のが意志とするのである。いま観客たちが密かに取りきめたブローチ捜し

を見事にやってのけたのはその実証である。してみるとチポッラが命令・

服従の能力というのは一種の超能力である,すなわちオカルトである。

かくてアンジョリ土-リ夫人にブローチを捧げた彼は,更に夫人の過去

を語り,夫人がかつて世にも名高き女流芸術家,その名はエレオノーラ・

ドゥーゼと親交を結んでいたことを言い当てたのであるo満座,驚嘆のほ

かはなかった,夫人の過去は皆がよく承知していたからである。

実験は更に続く,それは催眠術に関するものであった。被実験者は次々

に彼の思うがままになる。頑強に抵抗しようとしたローマの-青午も,結

局は彼の思いのままに踊らされて観客の笑いを招く結果となる。最後に喫

茶店「エスキジト-」のマ-リオが選ばれた。この素朴な青年がチポッラ

の意のままに操られたことは言うまでもあるまい。すでに夢遊状態にある

マーリオはその恋人の名シルヴェストラを聞いて快惚境に入る。ついにチ
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ポッラの声色に惑わされて,この院慢男をシルヴェストラと思い込んで接

吻するのであるO　しかしチポッラの鞭の音に夢遊状態から醒めたマ～リオ

は惜然として舞台から駆けおりて,さっと片腕をあげたO二発の低い爆発

音。満場騒然。万事は終わった。主人公は子供達を連れて出口に向かった。

「あれでおしまいなの?」「そうだ,あれがおしまいなんだよ」(VIII,711)。

マンは次の言葉でこの-篇を結んでいる。

「恐るべき結末,極めて指命的な結末だった。しかしながらまた.救

われたような結末だった。 -私はあの時もそう感じずにはいられな

かったし,いまもそうである」 (VIII,711)c

この結びが冒頭の一句と見事に照応していることは,読者の気づくところ

であろう。不愉快な雰囲気は遂に恐ろしい結末に至ったのである。ただ一

つの救いは,子供達はこの結末を演技の結末と思いこんでいることであっ

た。

チポッラの演技は,観客に対する瑚笑,榔桧に満ちている　Falsche

Vorspiegelungenである。チポッラには読者が同情を寄せ,共感を覚える

べき何ものもない。主人公が言うように,あの恐ろしい結末に,何か救わ

れたようなものを感じるのは,そのせいである。このような意味での

merkwiirdiger Mannによってオカルト的なものを演出させているからに

は,マンのオカルトに対する評価は決してポジテイヴとは言うことができ

/5H

Lかしそれならば何故に,主人公はこの不愉快な腹立たしい出来事に最

後までつきあったのであろうか。トレの町の不愉快な雰囲気は逸早く感じ

ながら,その上数々の面白くない出来事に遭遇しながら,だらしなくも子

供まで連れてこの町に滞留したのは何故であるか。もちろんチポッラの演

技を観ることを最初から目的としていたのではあるまい。だから,この滞

留は不可解であったのである。しかし不可解とするetwasが主人公を最後

のカタストローフェにまで引っ張ってきたのであるO不可解とは理性の立

場で言うことである。理性的には不可解なetwasが主人公に働きかけてい

る。チポッラの相手に選ばれたものがチポッラに麓絡されたよう_に,主人

公はこの不可解なetwasに既に呪縛されていたのではないか。ーそこにまさ

にオカルト的なものが働いていたのではないかoチポッラは土れを形象化

して見せただけのことではなかったのか。して見ると作者マンはオカルト

的なものへのポジテイヴな評価は与えないまでも,その働きそのものはこ
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れを認めざるを得なかったのではあるまいか。

ポジテイヴな評価を与えなかったということは,この-篇に漂う雰囲気

から察知されることであるが,その内容はこの小論では言及することがで

きなかった。しかしチポッラの描写からだけでも,我々は作者の意向を推

察することはできる.チポッラは徹頭徹尾,憎悪の対象として描かれてし.1

る。本来ならば,この院優男に対して一片の同情があってもよく,その嘩

能力に対しては驚嘆の念を表してもよい筈であるが,チポッラに対してだ

けは,そのような温情のかけらも感じられない。それはマンがオカルト的

現象を認めながら,必ずしもそれに同調しないというイロニーの立場を保

持しようとしていることを物語るものではあるまいか:かくてこの-篇

は,我々がr魔の山Jにおいて得た印象のまちがったものでなかったこと

の証拠を示してくれるものと言えよう。
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〔注〕

トーマス・マンからの引用はGesammelte Werke in dreizehn B云nden. S. Fi-

scher, Frankfurt/M. 1974により巻数,頁致のみを本文中に示す。

1)マンのオカルト体験の紹介は種村季弘r詐欺師の楽園J (白水社, 1985) 「悪魔

博士の正体」において要領よくなされている。

2)新版心理学辞典(平凡社, 1981) 451頁, 598-9頁による。

なお,オカルト現象に関して項目別に詳しく説明してある有用なものとしてr世

界オカルト事典』 (講談社,昭和63年)がある。

3)マンのオカルト論がショーペンハウ7-の次の論文の影響下にあることは斉し

く論者の指摘するところである　Versuch uber Geistersehn und was damit

zusammenh云ngt. (Z凸rcher Ausgabe Werke in zehn B云nden VII, Parerga und

Paralipomena, Diogenes 1977)

「何千年にも亙って二つの党派が相対立していて,一方が頑強にrそうであるj

と断言するのに対し,他方が執物に　rそんなことはあり得ない」と繰り返して

いるきわめて重要で興味深い問題に」ショーペンハウ7-は,彼の意志の哲学

の立場から解明の光をなげかけようとする(上掲書335頁)0

Dierks, M.: Studien zu Mythos und Psychologie bei Thomas Mann. Thomas-
Mann-Studien II. Francke Bern 1972, S. 133f. / Fnzen, W.: Zaubertrank der

Metaphysik. Lang Frankfurt/M. 1980 S. 278-288. / Balonier, H.: Schriftsteller

in der kotiservativen Tradition. Lang FrankfurtノM. 1983, S. 207-216.

なお,後に扱う『マー.)オと魔術帆　に関しては,むしろUberdenWillenin

der Naturの中のAnimalischer Magnetismus und Magie (Z丘rcher Ausgabe V)

に依拠していることをG. Sautermeisterが指摘している　Sautermeister: Th0-

mas Mann "Mario und der Zauberer", Fink Miinchen 1981, S. 29.

4)書簡よりの引用はDichter丘berihre Dichtungen Bandl4/II S. 51-7による。

5)種村,前掲書210頁参照。

6)この-篇を以て,ムッソリーニやヒットラーのファシズムに対す名訳刺と見る

ことは決して故なきことではないが,この小論においてはそのことに言及する

余白はなかったのである。



Thomas Manns okkulte Erlebnisse 

Satoru TANAKA 

Im Winter 1922123 nahm Thomas Mann bei dem Parapsychologen 

Dr. von Schrenck-Notzing dreimal an den Skancen mit dem Medium Willi 

in München teil. Über die Sitzungen berichtet er im Essay "Okkulte 

Erlebnisse" und in den Briefen, die er  in den nächsten Tagen an 

Schrenck-Notzing schrieb. Er  sah bei den Skancen sogenannte Materiali- 

sationsphänomene, telekinetische Erscheinungen: ein Taschentuch steigt 

selbsttätig, oder vielmehr von einer in seinen Falten verborgenen 

klauenartigen'stütze geführt, vom Boden auf; eine Glocke wird genom- 

men, geläutet, in der Luft gehalten und danach unter einen Stuhl gewor- 

fen; ein Papierkorb erhebt sich; eine Schreibmaschine setzt sich in Be- 

wegung, obwohl niemand sie bedient. Für diese Phänomene gibt es keine 

rationale, physikalische Erklärung. Nach Thomas Mann war jede Mög- 

lichkeit mechanischen Betruges oder taschenspielerischer Illusionierung 

ausgeschlossen. Er  gesteht, da5 er den Okkultisten in die Hände gefallen 

sei. Glaubt er  wirklich alles, was er bei den Experimenten sah? Das ist 

eine heikle Frage: kurz gesagt, e r  glaubt weder, noch glaubt er nicht. E r  

nimmt vielmehr eine ironische Stellung den okkulten Phänomenen 

gegenüber ein. Thomas Mann unterscheidet den Okkultismus vom Spiri- 

tismus: jener sei die Erforschung der Natur, die empirisch-experimentelle 

~ e t a ~ h ~ s i k ,  während dieser der Glaube an Geister und Gespenster, der 

Köhlerglaube sei. Er  zweifelt die Realität der Phänomene nicht an, ist 

aber anders als die Spiritisten nicht darauf versessen. Es handelt sich bei 
ihm darum, wie e r  diese Erlebnisse literarisch gestalten soll, damit er  sich 

vom Bann des Okkulten befreien kann. 

Im Abschnitt 'Fragwürdigstes' im "Zauberberg" stellt Thomas Mann 

die spiritistischen Sitzungen dar, die Krokowski mit dem Medium Elly 



durchführt und an deren Ende der tote Joachim heraufbeschworen wird. 

Er  beschreibt die Experimente sehr ausführlich und zeigt starkes Interesse 

dafür, aber gleichzeitig bezeichnet er  sie als abgeschmackt, unanständig 

und hält davon Abstand. Hier kann man seinen ironischen Stil errkennen. 

"Mario und der Zauberer" behandelt das Okkulte als Hauptthema. 

Auch in dieser Novelle zeigt Thomas Mann keine Sympathie für den 

Zauberkünstler Cipolla, obwohl er  übernatürliche, bewundernswerte 

Fähigkeiten hat. Daran ist abzulesen, daß Thomas Mann nicht umhin- 

kann, die Realität und Echtheit des Okkulten anzuerkennen, es aber 

nicht als positiv bewerten möchte. 




